
「ひとゼミ」では、研修企画の基盤となる「人材育成体系」の組み立てを学びます。「人材育成体系」とは、会

社や部門の育成方針、育成課題に応じて、組織の主要ポジションのリーダーを育てる「人材育成プログラム

の全体像」です。効果の高いリーダー育成プログラムは、個別の研修の寄せ集めではなく、「人材育成体系」

にもとづいて、企画開発されています。

この講座では、主に３つの学習に取り組みます。

■人材育成体系を組み立てるプロセスを体験する

■他社の人材育成体系構築の実態を知る

■自社の人材育成体系構築、修正のための標準

的手法、実践のコツを身に付ける

そのうえで、次のような成果を目指します。

■自社の人材育成上の課題を明確にする

■自社の各主要ポジションで求められる役割・

成果、能力を整理できるようになる

■人材育成体系にもとづいて、教育研修の全体像を整理する

■自社の慣習や前例から脱し、人材育成に関する視野を広げる

プログラムの概要は、内側をごらんください

○リーダー育成について、専門家や同じ立場の人との討議を通じて、実践的に学びたい

○人材開発体系、リーダー育成プログラムの構築について、自社流ではなく、標準的な手法を身に付けたい

○グローバル化、事業再編、合併、事業の急成長などに伴い、人材育成体系やリーダー育成プログラムの

再構築が求められている

○海外事業拡大に伴い、グローバル共通のリーダー育成体系が求められている

○リーダー育成に関し、海外本社の人材開発責任者やスタッフと共通言語を持ちたい

株式会社 エレクセ・パートナーズ 主催

人事・人材開発マネジャー・シニアスタッフ向け
戦略的リーダー育成プログラム 開発プロフェッショナル養成コース

「ひとゼミ」（第5期）のご案内
2017年

こんなニーズ・背景をお持ちの方におすすめですこんなニーズ・背景をお持ちの方におすすめです

お申し込み締切 6月30日（金） ※締切前でも定員に達し次第締め切ります

リーダー育成プログラムの指針となる「人材育成体系」のつくり方を学びますリーダー育成プログラムの指針となる「人材育成体系」のつくり方を学びます

開催概要開催概要

対 象 者 ： 人材開発の企画運営、実行に携わる企業の人事・人材開発部門の課長、係長、シニアスタッフ

※自社の事例を題材にするため、スタッフは、原則として人材開発の業務経験半年以上の方

定 員 ： 10名 （最小催行人員 5名） ※少人数のゼミ形式のため、最大10名限定です

実施期間 ： 2017年7月～2018年1月 （全8回予定） 夜2時間、または午後半日

実施場所 ： TKP神田ビジネスセンター 〒101-0053 東京都千代田区神田美土代町3-2 神田アベビル

講 師 ： 株式会社エレクセ・パートナーズ 代表取締役 （ATD日本支部 理事） 永禮 弘之

※ATD（旧名称：ASTD）とは、アメリカに本部がある、世界最大の人材開発・組織開発の会員組織です

受 講 料 ： 全8回通し受講 68,500円（税込）
※講座で使用するテキスト「リーダーシップ開発の基本(2,400円＋税)」および副読本（2‐3冊）は上記受講料に

含まれておりませんので各自で購入いただきます

※お申し込み多数の場合、先着順で、お受けしますので、予め ご了承ください

なが れ
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【主要ポジション別人材育成体系の例】



◆経験学習の考え方にもとづいて、「事前課題→小テスト（当日）→討議・演習（当日）→事後課題」の流れで
学習を進め、学習内容を早期に定着させ、実践に移します

◆講座の後半では、参加者一人ひとりが自社の人材育成体系案をつくります。できあがった体系について、
講師、参加者全員が相互にフィードバックし、自社で実際に使えるものにします

◆講座の締めくくりに、本講座での学びを全員で振り返り、今後の実践に向けた気づきを共有します

人事・人材開発マネジャー・シニアスタッフ向け

戦略的リーダー育成プログラム 開発プロフェッショナル養成コース

「ひとゼミ」（第5期）開催のご案内

①事前課題

テキスト・副読本の
読了

「ひとゼミ」の特長「ひとゼミ」の特長

◆最大10名の少人数のゼミナール形式で、講師および参加者同士が、リーダー育成に関する問題意識や課題
について、自身の経験をもとに具体的にアドバイスし合うことで、ネットワーキングを促します

◆講座の集大成として、各参加者は、自社の実際の人材育成体系をつくり上げます

◆世界最大の人材開発組織ATD（旧名称：ASTD）の基礎読本「リーダーシップ開発の基本」（エレクセ・パート
ナーズ 日本語訳監修）を使い、グローバル共通のリーダー育成の考え方を学びます

◆210社以上、約14,000名の企業のリーダーを育成してきたプロフェッショナルが講師を務め、個別具体的に
指導します

◆企業の人材育成体系構築支援で、プロが実際につくった各主要ポジションの期待役割・成果、能力要件、人
材育成体系を補助教材として用い、実践イメージを高めます

「ひとゼミ」での学習の進め方「ひとゼミ」での学習の進め方

②小テスト

前回の学習内容
の理解度確認

③討議・演習

自社の実態や課題を題材にし
た実践のコツの考察

④事後課題

学習内容を活かし
た成果物の作成

参加者の声

【参加者プロフィル】 1‐4期 合計32名

階層
部長層 5名／課長層 11名
係長層 9名／ｽﾀｯﾌ層 7名
業種
消費財／医薬品／情報・通信／電機／
機械・機器／素材／運輸／金融・証券／
小売・流通／教育サービス／官公庁

� 他社事例を聞くことはやはり勉強になる。各社の背景、課題
に合わせた講師のアドバイスは具体的でお得感があった

� 社内で提案予定の人材育成体系をひとゼミで先に発表し、
講師や視点の異なる他の参加者からフィードバックをもらう
ことで、提案に磨きをかけることができた

� 課題図書などで事前に知識をインプットし、当日は発表や討
議に集中する流れが、効果・効率の両面から非常によい

� 講義や課題図書の内容が、これまでの仕事の経験、問題意
識とつながって、腹落ちしたことがいくつもあった

� 人材育成部門へ異動して間もないタイミングで受講した。実
務と並行して学んだ結果、半年間で勘所をつかんだ仕事が
できるようになった

� 講師のフィードバックを通じて、企業内人材育成の最新動向
がたくさん得られた。知見の幅広さ、情報量に圧倒された

２

これまでの参加者アンケートでは、
回答者の97%が「講座内容にとても

満足している」または「満足している」と
答えています



「ひとゼミ」では、人材育成体系構築の考え方と具体的な手法を、全8回、1回2時間～半日で学びます

【使用テキスト】 ATDグローバルベーシックシリーズ「リーダーシップ開発の基本」
（エレクセ・パートナーズ 日本語訳監修）
※この他に2冊程度の副読本を使用します。

「ひとゼミ」では、人材育成体系構築の考え方と具体的な手法を、全8回、1回2時間～半日で学びます

【使用テキスト】 ATDグローバルベーシックシリーズ「リーダーシップ開発の基本」
（エレクセ・パートナーズ 日本語訳監修）
※この他に2冊程度の副読本を使用します。

実施スケジュールと内容実施スケジュールと内容

開催時期（予定） 学習のテーマ 学習の目的 学習の焦点・手法

第1回:7月19日(水)
18:00-20:45
（2時間45分）

HRに求めら
れる期待役割

HRに求められる期待役割
を共有し認識する

【ダイアログ】【全体討議】
• HRに求められる期待役割

第2回:8月25日(金)
18:30-20:30
（2時間）

リーダーシッ
プ・パイプラ
イン

体系的人材
育成の考え方

体系的人材育成の指針とな
るリーダーシップ・パイプ
ラインの考え方と、実際の
人材育成体系構築の際の要
点を理解する

【全体討議】
• リーダーシップ・パイプライン

の考え方導入の効果、課題
• 人材育成体系を組み立てる流れ
• 人材育成課題を明確にする流れ
• 各ポジションの期待役割・成

果、能力要件

第3回:9月2２日(金)
16:00-20:00
（4時間）

現状の自社の
人材育成体系
の共有、質疑
応答

各参加者の自社の人材育成
体系の発表、質疑応答を通
じ、自社の人材育成体系の
課題を洗い出す

【個人発表（全員）】
• 人材育成体系の事例発表＆質疑

応答

第4回:10月2日(月)
18:３0-20:30
（2時間）

人材育成体系
構築 成功の
カギ

前回洗い出した自社の人材
育成体系の課題の考察を通
じて、人材育成体系組み立
ての視点、コツを理解する

【全体討議】
• 人材育成体系の事例考察

第5回:11月2日(木)
18:30-20:30
（2時間）

個別研修の
設計、評価

効果的な社内研修を企画す
るための研修設計、評価の
考え方・手法を理解する

【ケース演習】
• 研修設計のプロセス（ADDIEモ

デル）
• 研修ニーズ分析の目的と手法
• 研修設計の流れと要点
• 学習方法選定の前提となる学習

理論（成人学習、内部発達理
論、経験学習）

• 効果的な評価の実施（4段階評
価、研修プロセス全体の評価）

第6回:12月5日(火)
16:00-19:00
（3時間）

人材育成体系
構築の実践
（1）

これまで学習したことを活
かし、参加者各自が、自社
の人材育成体系案を構築
し、参加者全員で検討する

【個人発表（3名／1回）】
【全員でのフィードバック】
• 人材育成体系構築の実践と体系

案の検討
第7回:12月20日(水)
16:00-19:00
（3時間）

人材育成体系
構築の実践
（2）

第8回:1月17日(水)
16:00-20:00
（4時間）

人材育成体系
構築の実践
（3）

全体のふりか
えり

これまで学習したことを活
かし、参加者各自が、自社
の人材育成体系案を構築
し、参加者全員で検討する

ひとゼミ全体を振り返り今
後の実践について考える

【個人発表（４名／1回）】
【全員でのフィードバック】
• 人材育成体系構築の実践と体系

案の検討

【ダイアログ】
【全体討議】
• 全体のふりかえ

り、まとめ

３

※会場都合により、日程、所要時間が変わる場合があります。ご了承ください



『ホワイト企業 創造的学習をする「個人」を育てる「組織」』日経BP社（共著）

『リーダーシップ開発の基本』（ASTDグローバル・ベーシック・シリーズ 日本語翻訳版）

『マネジャーになってしまったら読む本』ダイヤモンド社 （中国語翻訳版『主管 越当越自身！』浙江大学出版社）

『強い会社は社員が偉い』日経ＢＰ社

『問題発見力と解決力』日経ビジネス人文庫（共著）

『IIBC（国際ビジネスコミュニケーション協会）グローバル人材育成プロジェクト』「「グローバルHRが知っておきたい人材育成の実践理論」

「ゼロから始めるグローバルリーダー育成プログラム」

『日経ビジネス』「イノベーションを生む組織 １人のリーダーに頼る限界」

『日経ビジネスオンライン』 「ホワイト企業のつくりかた」「強い会社は社員が偉い」

「野々村人事部長の歳時記シリーズ１－３」

『日経ビジネスアソシエ』「ＭＢＡ講座」連載

『人材教育』「新任・若手マネジャー成長支援のしくみ」 「ASTD2011 International Con‐

ference & Expo レポート リーダーシップ開発は個人の内面と向き合うアプローチへ」

『労政時報』「グローバルリーダー育成の最新事情」「現場管理職アンケートから見た これからの管理職育成」

『Web労政時報』「ASTD国際会議から読み取る人材開発の最新動向」「グローバル人材マネジメントへのリーダーシップ」連載

『日本の人事部LEADERS vol.2』「グローバル時代の人事マネジメントの方向性とは」

『日本経営者協会 機関誌 オムニ・マネジメント』「地球規模の人材獲得競争の中でまずリーダーシップ開発の加速化を」 ほか多数

■社 名 株式会社 エレクセ・パートナーズ
■事業内容 「創造」と「変革」のためのリーダーシップ開発に関するコンサルティング、研修サービス

・人材育成及び能力開発のための教育事業
・人事・組織測定及び人材マネジメント・組織開発コンサルティング事業
・経営コンサルティング事業

■お問い合わせ先 〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－10－4 虎ノ門ガーデン213
TEL: 03－6459－0450 FAX: 03－6459－0451
Eメール: info@l-excepartners.co.jp 担当：長尾

株式会社エレクセ・パートナーズ 活動のご紹介

�ご支援した企業数（企業内プログラム対象） 214社

�ご支援した企業の業界

自動車／電機／消費財／医療・薬品／情報・通信／機械・機器／サービス／素材・エネルギー／環境・インフラ／食品／

金融／小売・流通／住宅・不動産／建設／レジャー・ホテル／公社・官庁

�公開セミナー・講演実績 合計97回

�企業内プログラム・公開セミナー・講演参加者数 およそ14,380名

�上記参加者数の階層別内訳

役員・事業部長層 およそ1,120名／部長層 およそ2,540名／課長・マネジャー層 およそ6,680名／一般 およそ4,040名

●ＡＴＤ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ ﾈｯﾄﾜｰｸ ｼﾞｬﾊﾟﾝ（米国に本部がある、世界最大の人材開発・組織開発の会員組織、ATDの日本支部）
リーダーシップ開発委員会活動

＜2012‐2016年度研究テーマ＞ 「イノベーティブ企業のリーダーシップ開発」
＜2011年度研究テーマ＞ 「危機に対応したダイナミック・リーダーシップモデル」
＜2010年度研究テーマ＞ 「グローバルでアイデンティティを発揮するために求められるリーダーシップを開発するには？

－グローバル・リーダーシップ開発への考察と提言－」
＜2009年度研究テーマ＞ 「ボトムからトップまでリーダーを戦略的に育て循環させるしくみ -リーダーシップパイプラインの研究-」

＜2008年度研究テーマ＞ 「ASTDが推奨するLEADSモデルの日本導入についての考察」
ATD（旧名称：ASTD）とは ： ATD（Association for Talent Development）は、1944年に設立された非営利団体で、米国に本部を置き、120か国以上に

約3７,000人の会員をもつ、トレーニング・人材開発・パフォーマンスに関する世界最大級の会員制組織です。

サービス提供実績

活動実績

調 査 研 究

会社概要

● 立教大学 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ （講師）

● 人材育成学会 基調講演「今の時代のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟやﾘｰﾀﾞｰ育成に求められるもの」

● 経営行動科学学会 年次大会 パネルディスカッション

● 日経ビジネスオンライン リーダーズカレッジ 「社員第一の経営で会社を強くする」

● ＳＭＢＣコンサルティング「ビジネススキルマスターコース」

「経営管理＜実践型MBA>コース チーム・リーダーシップ養成講座」

● 東洋経済新報社後援 ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ基調講演「ﾐﾄﾞﾙの働き方3.0」

● HRD JAPAN 「米国におけるHRDの最新動向」 ほか多数

●日経ビジネス課長塾 「他部門と連携・協働する

人のためのファシリテーション講座」「管理職になる

前に学ぶべきマネジメントの基礎」

●アカデミーヒルズ「悩めるマネジャーのためのチー

ムマネジメントシリーズ」

●労務行政 労政時報カレッジ 「階層別研修体系

のつくり方と実践の秘訣」「階層別研修の設計と教

材開発の実践の秘訣」

弊社は、企業内研修・コンサルティングサービスを通じて「人と組織のリーダーシップ開発」を支援しております。これまで、大企業を中心に
210社以上で、執行役員、部長、課長、プロジェクトリーダーなど、トップを支える約14,000名のリーダー層の成長を支援しています。

出版・メディア掲載

公開セミナー・講演

※2016年12月末現在（分社化する以前の実績を含みます）

４



2017年度お申込書

人事・人材開発マネジャー・シニアスタッフ向け

戦略的リーダー育成プログラム 開発プロフェッショナル養成コース 「ひとゼミ」

■ 裏面の受講規約にご同意のうえで（※）、下記項目にご記入いただき、ファクシミリでご送信ください。
（※）お申し込みされた場合は、受講規約に同意されたものと見なしますのでご了承ください。

■ メールにてお申し込みの場合は、下記の内容をE-mailアドレス（info@l-excepartners.co.jp）宛にご送信ください。
■ お申し込み多数の場合、先着順に受付いたしますので、予めご了承ください。
■ お申し込み受付後、受講料の振込先と期日、スケジュール、会場地図など、詳細をご連絡申し上げます。

お申込方法

お申込締切：6月30日（金） ＦＡＸ：０３-６４５９-０４５１
E-mail：info@l-excepartners.co.jp 

【お申込者】

ご芳名 ﾌﾘｶﾞﾅ （※必ずご記入下さい） お申込日

御社名

お役職

ご住所 〒

ＴＥＬ

ＦＡＸ

Ｅ‐Ｍａｉｌ

人材開発業務のご経験年数（通算）

ご所属

株式会社エレクセ・パートナーズ
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－10－4 虎ノ門ガーデン213 
TEL： 03－6459－0450 FAX： 03－6459－0451
Eメール：info@l-excepartners.co.jp ウェブサイト：www.l-excepartners.co.jp 担当：長尾

【受講料について】

68,500円（税込） （全8回の通し受講）
（テキスト「リーダーシップ開発の基本（2,400円＋税） 」および副読本は別途各自で購入いただきます）

＊受講料は、原則として、弊社から発信するお申込受付メール受領後、1週間以内に指定の銀行口座へ一括（手数料受講
者負担）でお振込いただきます。

※個人情報の取り扱いについて
ご登録いただいた個人情報は、「ひとゼミ」の運営、ご本人へのご連絡、今後のセミナー等のご案内のために利用させていただきます。原則として、ご本人の同意
なしに、上記目的以外に個人情報を利用または第三者に提供することはいたしません。
個人情報管理責任者： 株式会社エレクセ・パートナーズ クライアントパートナー 長尾朋子
個人情報に関するお問合せ先： info@l-excepartners.co.jp

「ひとゼミ」お申込のきっかけを教えてください（あてはまる項目すべてに☑を入れてください）

□メールマガジンを見て □ホームページを見て □DMを見て □弊社社員からの個別案内のメールを見て
□弊社社員からの説明を聞いて □受講者の話を聞いて □上司や知人に勧められて
□その他（ ）



■受講申込
①所定の申込書に必要事項をご記入いただき、ファクシミリまたはメールで事務局にお送りください。事務局の受領をもって正式
な「受講申込」とさせていただきます。
②受講申し込みの受付は、6月30日（金）に締め切らせていただきます。ただし、その前でも定員に達した場合は締め切らせてい
ただきます。
③申込者多数の場合は、先着順で受け付けます。
④受講料の支払いに伴う手数料等は、受講申込者の負担とさせていただきます。
⑤申し込み後にキャンセルのお申し出をされた場合は、【受講料】③項に準じキャンセル料をお支払いいただきます。
⑥開講後、未受講の回があっても、一旦納入された受講料は原則として返金いたしません。
⑦講座の題材として、自社のリーダー育成プログラム開発を扱うため、受講については、人事・人材開発部門の方を対象とさせ
ていただきます。同業者や学生の方、個人で興味のある方のお申込はご遠慮ください。

■受講の制限
①講座に著しくそぐわない言動が認められた場合、受講をお断りすることがあります。
②インフルエンザなど感染性の高い病気に罹患している場合は、受講をお断りすることがあります。

■講座の閉講・休講・変更
①学習効果の観点から、お申込者数が5名に達しない場合、あるいはやむを得ない事情がある場合、講座を閉講することがあり
ます。
②講座の閉講は、開始１週間前までに決定します。
③講師の都合により、日時・場所・内容等が変更になる場合があります。
④開講後において、下記の場合、講座を休講・閉講または延期することがあります。
（a）交通機関のストライキ、台風・地震等の天災地変、暴動やクーデターのとき
（b）講座担当講師の不測の事故、病気、慶弔時等のとき
（c）会場施設の保守点検、改修工事等がおこなわれるとき
（d）その他、事務局が、不可抗力により開講が不可能と判断したとき

■受講料
①受講料は全額前納・銀行振込です。
②領収書は取扱金融機関等の振込受領書をもって代えさせていただきます。
③何らかのご都合により受講が不可能となった場合、一旦納入された受講料は、以下のルールに則って返金いたします。
（a）初回開講14日前までは全額返金
（b）初回開講13日前からは返金いたしません
④前項の規定に関わらず、開講13日前から前日までの期間において、社命による転勤、転居、及び入院を伴うようなご病気のお
申し出があった場合に限り、必要書類の提出後の事務局審査により全額返金いたします。
⑤受講料は、申込後にお送りする弊社の受付メールの到着後、1週間以内にお支払ください。

■テキスト及び副読本の購入
①テキスト及び副読本の費用は、受講料に含まれておりません。
②テキスト及び副読本は、インターネットまたは書店で購入いただく等、受講生各自でご用意願います。

■欠席時の対応
①業務の都合などでやむを得ず欠席する際は、講座の性質上、受講申込者以外の方が代理で出席することはできません。
②諸事情により、途中から受講できなくなった場合、講座の性質上、受講申込者以外の方に参加を交代することはできません。

■その他（機密保持と知的財産権ほか）
①講座内容・教材及び講座で知り得た他の参加者とその参加者の所属する企業についての情報に関しては、受講期間中／後
を問わず、参加メンバー以外の第三者に伝えることを禁じます。
②講座内容・教材、配布資料等（テキスト、副読本等第三者が知的財産権を有するものを除く）の知的財産権は、株式会社エレ
クセ・パートナーズにあります。これらの知的財産の無断転用／複製を禁じます。
③講座での写真撮影、録音、録画、資料のコピー、印刷、電子ファイル化、電子メール送信、ネットワーク上へのアップロードなど
は一切禁じます。
④前①から③の規約に触れる行為が認められた場合、その後の受講をお断りします。 その場合は、残りの受講回分の受講料の
返金はいたしません。
⑤受講者が、本講座に起因または関連して、当社に対して損害を与えた場合、受講者は、一切の損害を補償するものとします。

※規約は予告なく変更されることがあります。
※規約が変更された場合は、その時点から新しい規約が適用されます。

（2017年3月）

株式会社エレクセ・パートナーズ
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－10－4 虎ノ門ガーデン213 
TEL：03－6459－0450 FAX：03－6459－0451
Eメール：info@l-excepartners.co.jp ウェブサイト：www.l-excepartners.co.jp 担当：長尾

【受講規約】 以下の規約に同意のうえ、お申し込みください。お申し込みされた場合は、受講規約に同意されたものと見なします。


